
　

県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
鈴

木
洋
治
会
長
）
は
26
日
、
別

雷
皇
太
神
（
水
戸
市
元
山

町
）
に
て
２
０
２
０
年
祈
願

祭
お
よ
び
慰
霊
祭
を
執
り

行
っ
た
。
県
鳶
・
土
木
工
業

会
の
役
員
約
32
人
が
参
集
。

業
界
の
安
全
を
祈
願
す
る
と

と
も
に
、
歴
代
の
物
故
者
の

霊
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

祈
願
祭
は
午
前
10
時
半
か

ら
本
殿
内
で
行
わ
れ
た
。
組

合
の
各
代
表
が
拝
殿
へ
玉
串

を
奉
奠
し
、
仕
事
の
安
全
を

祈
っ
た
。

　

続
い
て
慰
霊
祭
は
「
由
緒

の
碑
」
の
前
に
て
挙
行
。
組

合
員
全
員
で
物
故
者
の
御
霊

に
祈
り
を
捧
げ
、
最
後
に
鳶

の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
木
遣

り
（
き
や
り
）」
を
披
露
し

た
。

　

こ
の
碑
は
会
設
立
の
基
盤

づ
く
り
に
骨
身
を
惜
し
ま
ず

奔
走
し
た
亡
き
初
代
会
長
・

大
滝
福
蔵
氏
、
２
代
目
会

長
・
木
戸
廣
治
氏
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
先
人
の
功
績

に
報
い
、
永
久
に
顕
彰
す
る

た
め
１
９
９
３
年
に
建
設
さ

れ
た
。

　

同
会
は
60
年
、
相
互
の
融

和
、
技
術
の
進
歩
、
社
会
的

経
済
地
位
の
向
上
に
よ
る
地

域
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
に

県
内
の
鳶
工
業
者
が
結
集
し

て
発
足
。
以
来
、
建
設
業
界

の
発
展
へ
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。

　

参
加
組
合
は
次
の
と
お

り
。

　

◆
（
一
社
）
県
鳶
・
土
木

工
業
会
（
杉
山
英
夫
名
誉

会
長
、
鈴
木
洋

治
会
長
）
◆
つ

く
ば
鳶
職
組
合

（
鈴
木
和
己
組

合
長
）
◆
日
立

鳶
職
組
合
旭
会

（
反
町
雅
幸
組

合
長
）
◆
土
浦

鳶
職
組
合
（
川

島
一
男
組
合

長
）
◆
古
河
鳶

一
番
組
（
野
本

市
郎
組
合
長
）

　

◆
水
戸
鳶
職
組
合
（
小
野

瀬
克
好
組
合
長
）
◆
下
館
鳶

一
番
組
（
大
木
孝
之
組
合

長
）
◆
結
城
鳶
工
業
組
合

（
西
原
広
組
合
長
）
◆
龍
ヶ

崎
鳶
職
組
合
（
飯
野
正
彦
組

合
長
）
◆
岩
瀬
鳶
職
組
合

（
市
村
雅
道
組
合
長
）

　

◆
江
戸
崎
鳶
職
組
合
（
木

内
正
男
組
合
長
）
◆
鹿
行
鳶

職
組
合
（
関
口
彰
組
合
長
）

◆
県
連
合
若
鳶
会
（
若
泉
進

会
長
）
◆
水
戸
若
鳶
会
（
関

俊
治
会
長
）
◆
下
館
若
鳶
会

（
谷
島
克
己
会
長
）

　

◆
江
戸
崎
若
鳶
会
（
髙
橋

良
壽
会
長
）
◆
日
立
若
鳶
会

（
反
町
剛
矩
会
長
）
◆
竜
ヶ

崎
若
鳶
会
（
中
山
裕
樹
会

長
）
◆
土
浦
若
鳶
会
（
川
島

良
太
会
長
）
◆
つ
く
ば
若
鳶

会
（
稲
葉
晃
会
長
）

全員で記念撮影

「由緒の碑」の前で慰霊祭を行った

本年の安全を祈願
　　　　慰霊祭も行う県鳶・土木
工 業 会


